
当
該
史
料
を
写
真
１
（
ａ
．
ｂ
）
に
示
す
。
一
枚
の
紙
両
面
に
医
学
に
関
す
る
漢
文
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
断
燗
・
虫
損
が
あ
る
が
、

表
・
裏
そ
れ
ぞ
れ
一
二
○
字
前
後
の
正
文
文
字
が
残
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
全
面
に
朱
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
り
、
随
所
に
片
仮
名
の
訓
、
反
切
音
の

周
知
の
と
お
り
、
『
医
心
方
』
の
主
要
伝
本
に
は
半
井
家
本
と
仁
和
寺
本
の
二
系
統
が
あ
り
、
後
者
は
今
日
、
巻
一
・
五
・
七
・
九
・
十
の

計
五
巻
五
帖
（
い
ず
れ
も
欠
損
あ
り
）
が
京
都
仁
和
寺
に
伝
存
し
、
国
宝
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
そ
の
僚
巻
、
巻
二
十
七
の
四

（
一
）

○
葉
余
り
が
東
京
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
先
年
小
曽
戸
が
確
認
し
、
本
誌
に
報
告
し
た
。

杉
立
は
平
成
二
年
十
二
月
十
五
日
、
順
天
堂
大
学
医
学
部
に
お
け
る
本
学
会
の
例
会
上
、
「
仁
和
寺
本
『
医
心
方
』
の
伝
来
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
発
表
を
行
っ
た
が
、
こ
の
際
、
最
近
仁
和
寺
当
局
の
好
意
に
よ
り
披
見
・
写
真
撮
影
し
え
た
仁
和
寺
所
蔵
、
未
公
開
の
古
紗
医
書
断
簡

二
点
を
ス
ラ
イ
ド
に
て
供
覧
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
未
詳
史
料
の
由
来
を
特
定
す
べ
く
小
曽
戸
・
杉
立
の
両
名
に
て
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
一
点
は
仁
和
寺
本
「
医
心
方
」
巻
十
九
の
第
五
十
九
葉
の
実
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

、
わ
ず
か
一
葉
の
残
簡
で
は
あ
る
が
、
国
宝
の
片
割
れ
、
し
か
も
江
戸
時
代
の
複
写
の
な
い
部
分
の
出
現
と
な
れ
ば
、
注
目
に
値
す
る
発
見

と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
概
略
を
報
告
す
る
。

○

新
出
の
国
宝
仁
和
寺
本
「
医
心
方
』
零
葉

１
巻
十
九
第
五
十
九
葉
Ｉ

小
曽
戸
洋
・
杉
立
義
一
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a，左b)写真1（右

ル
ビ
が
あ
る
。

両
面
に
文
字
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
巻
子
本
で
は
な
く

粘
葉
装
の
冊
子
の
断
簡
ら
し
い
こ
と
、
字
体
・
ヲ
コ
ト

点
か
ら
し
て
平
安
ｌ
鎌
倉
初
の
写
本
ら
し
い
こ
と
、
医

書
の
一
部
ら
し
い
こ
と
、
仁
和
寺
か
ら
出
現
し
た
こ
と
。

こ
う
考
え
れ
ば
、
何
と
い
っ
て
も
第
一
に
思
い
つ
く
の

は
仁
和
寺
本
『
医
心
方
」
で
あ
る
。
毎
半
面
七
行
、
行

十
九
字
前
後
で
あ
る
の
も
、
そ
れ
に
符
合
す
る
。
大
き

さ
も
よ
く
釣
り
合
う
。

そ
こ
で
、
江
戸
医
学
館
影
刻
の
半
井
家
本
『
医
心

方
』
と
当
該
史
料
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
巻

十
九
、
服
紅
雪
方
第
十
七
の
半
ば
の
文
章
と
ぴ
っ
た
り

（
一
一
）

一
致
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
ま
ぎ
れ
も
な
い
仁
和
寺
本

『
医
心
方
』
の
断
簡
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
写
真
１

の
ａ
が
表
、
ｂ
が
そ
の
続
き
の
裏
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

○

仁
和
寺
本
『
医
心
方
』
は
も
と
抄
写
さ
れ
た
時
点
で
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右
の
事
実
か
ら
吹
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。
写
真
１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
該
史
料
は
小
口
の
部
分
は
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
い

る
が
、
の
ど
の
部
分
は
断
裂
に
よ
っ
て
余
白
を
残
し
て
い
な
い
。
前
頁
と
接
合
す
る
の
ど
の
部
分
を
失
え
ば
、
離
れ
や
す
く
な
る
の
は
当
然
で

（
五
）

影
仁
和
寺
本
で
は
、
巻
十
九
相
当
分
は
た
ま
た
ま
第
十
九
冊
目
に
あ
る
。
こ
の
巻
十
九
は
首
・
尾
と
も
に
欠
損
し
、
な
か
五
一
葉
ほ
ど
を
存

し
て
い
る
。
こ
れ
を
半
井
家
本
と
比
較
検
討
し
て
ゑ
る
と
、
巻
首
は
タ
イ
ト
ル
・
著
者
名
・
篇
目
録
分
を
含
め
て
、
七
葉
分
を
欠
く
と
推
定
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
影
仁
和
寺
本
の
巻
十
九
は
、
第
八
葉
目
か
ら
、
第
五
十
八
葉
を
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
新
出
の
当
該
史
料
は
、
第
五
十
八
葉
の
末
尾
か
ら
接
続
す
る
文
章
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
第
五
十
九
葉
と

確
認
さ
れ
る
。

を
照
合
し
て
染
よ
う
。

戟
智
Ｉ
ｉ
吾
騨
翼
弾

○

写真2

は
全
三
○
巻
揃
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

巻
十
九
は
現
在
仁
和
寺
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
多
紀
元
徳
が
幕
府
の
命

を
も
っ
て
江
戸
医
学
館
に
郵
致
し
、
臨
模
本
を
作
っ
た

際
に
は
、
全
三
○
巻
中
、
一
六
巻
に
わ
た
る
部
分
が
伝

存
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
は
巻
十
九
に
相
当
す
る
部

（
一
二
）

分
も
あ
っ
た
。
い
ま
多
紀
家
が
寛
政
三
年
に
臨
模
し
幕

（
四
）

府
紅
葉
山
文
庫
に
納
め
た
影
仁
和
寺
本
『
医
心
方
』
（
以

下
、
影
仁
和
寺
本
と
い
う
）
巻
十
九
と
、
当
該
史
料
と
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寛
政
三
年
の
時
点
で
、
こ
の
巻
十
九
第
五
十
九
葉
は
す
で
に
第
五
十
八
葉
か
ら
離
れ
、
他
に
粉
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
仁
和
寺
の

庫
中
に
取
り
残
さ
れ
、
江
戸
に
運
ば
れ
て
写
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
り
に
第
五
十
八
葉
に
接
続
し
て
江
戸
に
運
ば
れ
て
い
た

と
し
た
ら
、
影
仁
和
寺
本
に
は
収
め
ら
れ
た
に
違
い
な
い
が
、
今
日
仁
和
寺
に
残
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
六
十
葉
以
降
が
寛
政
三

年
の
時
点
で
塵
芥
に
帰
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
尊
経
閣
文
庫
の
例
の
ご
と
く
他
に
流
出
し
た
も
の
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
な

い
。

あ
る
。以

上
、
今
回
京
都
仁
和
寺
の
庫
中
よ
り
知
ら
れ
た
古
医
書
断
簡
二
点
の
う
ち
一
点
は
、
国
宝
仁
和
寺
本
『
医
心
方
』
よ
り
分
か
れ
た
巻
十
九

第
五
十
九
葉
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
報
告
し
た
。
既
存
の
国
宝
指
定
品
五
帖
に
付
属
せ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
と
考
え
る
。

ち
な
み
に
、
残
る
も
う
一
点
の
全
影
を
写
真
２
に
示
す
。
こ
れ
に
は
裏
面
に
文
字
は
な
い
。
そ
の
字
体
、
そ
し
て
『
銭
氏
小
児
方
』
を
引
用

（
一
ハ
）

す
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
仁
和
寺
伝
来
の
医
書
群
と
は
異
質
の

も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
処
方
雲
に
類
す
る
一
枚
物
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
後
の
検
討
に
期
し
た
い
。

二
点
の
史
料
の
提
供
に
御
高
配
賜
っ
た
仁
和
寺
当
局
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

文
献
お
よ
び
注

（
一
）
小
曽
戸
洋
「
新
出
の
弓

五
二
八
頁
、
一
九
八
五
。

（
一
二
江
戸
医
学
館
影
刻
半
井
家
本
『
医
心
方
』
（
万
延
元
年
刊
）
の
巻
十
九
、
第
四
十
五
丁
裏
第
一
行
「
顧
分
両
参
差
：
・
・
・
・
」
か
ら
、
第
四
十
六
丁
表
第

○

『
医
心
方
』
古
写
零
本
巻
二
十
七
ｌ
現
存
し
た
国
宝
仁
和
寺
本
の
僚
本
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
四
号
、
五
二
○
Ｉ
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（
《
）

九
行
「
…
…
産
後
血
運
中
風
」
ま
で
に
相
当
す
る
。
む
ろ
ん
両
者
は
異
本
関
係
に
あ
る
か
ら
、
わ
ず
か
な
文
字
の
異
同
は
あ
る
。

（
ご
前
掲
論
文
（
一
）
の
図
２
参
照
。

国
）
い
わ
ゆ
る
紅
葉
山
本
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
（
函
架
番
号
、
特
一
九
函
三
号
）
。
ち
な
ふ
に
も
う
一
部
臨
模
し
て
多
紀
家
に
蔵
し
た
副
本

は
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
伝
存
す
る
〔
前
掲
論
文
（
一
）
図
２
で
は
侠
亡
と
し
た
が
、
近
年
判
明
〕
。

（
ご
寛
政
三
年
の
時
点
で
は
半
井
家
本
『
医
心
方
』
の
内
容
は
世
に
知
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
『
医
心
方
』
の
巻
次
第
が
判
ら
な
か
っ
た
た
め
、
影
仁
和

寺
本
の
巻
次
第
は
相
当
に
乱
れ
て
い
る
。
十
六
巻
分
が
十
九
冊
（
附
属
部
を
含
め
る
と
全
二
十
冊
）
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
当
然
、
巻
数
と
冊

『
銭
氏
小
児
方
』
と
は
、
銭
乙
の
原
撰
、
閻
孝
忠
の
編
に
な
る
『
小
児
薬
証
直
訳
』
の
こ
と
。
宣
和
元
年
（
二
一
九
）
の
成
立
。
小
曽
戸
洋
「
『
小

児
薬
証
直
訳
』
解
題
」
、
小
曽
戸
洋
・
真
柳
誠
編
『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
第
一
輯
所
収
、
｝
言
ノ
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
東
京
、
一
九
八
八
。
こ
の
書
は
宋

刊
本
に
由
来
す
る
テ
キ
ス
ト
が
鎌
倉
時
代
に
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
古
文
書
の
薬
方
は
、
閻
孝
忠
の
附
方
中
に
あ
る
至
宝
丹
の
薬

方
に
該
当
す
る
。
参
考
の
た
め
、
『
小
児
薬
証
直
訳
』
の
至
宝
丹
の
記
載
を
左
に
示
す
〔
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
南
宋
前
期
刊
本
（
第
三
冊

第
十
八
葉
’
十
九
葉
）
に
拠
る
〕
・

至
寳
丹
治
諸
澗
急
驚
心
熱
卒
中
客
杵
不
得
眠
睡
煩
躁
風
柾
描
搦
及
傷
寒
狂
語
伏
熱
嘔
吐
並
宜
服
之

生
烏
犀
屑
生
飛
瑁
屑
琉
珀
（
研
）
朱
砂
（
細
研
水
飛
）
雄
黄
（
已
上
各
壹
両
研
細
水
飛
）
金
箔
（
伍
拾
片
壹
半
為
衣
）
銀
箔

（
伍
拾
片
研
）
龍
脳
（
壹
分
研
）
陦
香
（
壹
分
研
）
牛
黄
（
半
両
研
）
安
悉
香
（
壹
両
半
為
末
以
無
灰
酒
飛
過
濾
浄
去
砂
石
約
取
壹

数
と
は
合
わ
な
い
。

で
あ
る
〕

右
生
犀
吠
瑁
搗
羅
為
末
研
入
餘
薬
令
匂
将
安
悉
香
青
以
重
湯
煮
凝
成
和
捜
為
剤
如
乾
即
入
少
熟
蜜
盛
不
津
器
中
旋
圓
如
桐
子
大
詠
歳
児
服
両

圓
人
参
湯
下
大
小
以
加
減
又
治
大
人
卒
中
不
語
中
悪
気
絶
中
諸
物
毒
中
熱
暗
風
産
後
血
運
死
胎
不
下
並
用
童
子
小
便
壹
合
生
薑
自
然
汁
参
伍

滴
同
温
過
化
下
伍
圓
立
效

〔
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
に
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
置
き
換
え
た
が
、
大
幅
に
字
画
の
違
う
も
の
は
一
部
旧
字
体
を
残
し
た
。
（
）
内
は
細
字
割
注

生
烏
犀
屑
生
沙

（
伍
拾
片
研
）
圭

両
慢
火
熟
成
膏
）

（
小
曽
戸
亜
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
）

（
杉
立
エ
凧
都
医
学
史
研
究
所
）
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